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「やらまいか教育」の平成22年度実施報告
A Report on the Yaramaika Educational Program in 2010 
関山秀雄事l，丹羽昌平ペ野崎孝志ペ土肥稔奪三恩田一勺
中村塁ぺ工藤司事4，吉田豊ぺ山下博通行，望月知徳巧，古屋渚巧
Hideo SEKIYAMAぺShoheiNIWA， Takashi NOZAKI， Minoru DOHI， Hajime ONDA， Rui NAKAMURA， 
Tsukasa KUDO， Yutaka YOSHIDA， Hiromichi YAMASHITA， Tomonori MOCHIZUKI and Nagisa FURUYA 
Abstract: The Yaramaika educational program has been introduced into the curricula of the Shizuoka Institute of 
Science and Technology since 2004. This program includes the production of electrical and mecahnical devices， the 
making of movies and videos， the creation of works of art， research on specific subjects and student works as 














発見 1，2 Jの“ものっくりと創作活動")， rテーマ研究」
(旧「創造・発見1， 2 Jのテー マ研究)， rボランティア

























































































数の合計を 100点満点として点数化した.評価は， 2009 
年度カリキュラムの「創造・発見J，1テーマ研究J，1ボラ
ンティア活動」の3科目に対しては， 1優J(100点""'80








































9テーマ(昨年度 19テー マ)， 1テーマ研究」が 12テー
マ(昨年度4テー マ)， 1ボランティア活動jが7テーマ(5 
テーマ)である.昨年度に比べて 1創造・発見j で10 
テーマ減少，テーマ研究で8テーマ増加 1ボランティア
活動」で2テーマ増加した.昨年度に比べると「創造・発
























チ、ネックレス、置物の製作 | ロ ー l置物等を製作する.
天然素材{皮革)を活用し想像力の I"'~III +t1:，::Z_ I革の魅力である造形技法の応用が個々の想像力表現力の育成につi・石川利江子 I向上 ''"L.IJII ''rJ/..L. J Iながり，ものづくりの可能性は無限にあることを体得する
省エネカー ・プロジヱクト(省エネカー 鍾 1IB:"""_ *"'= 1省エネカーを製作し，車体やエンジンの基本を実践で学ぶl野崎孝志 i、 F 曲作と燃費量E鏡大会への出場) 1 "'r ~.J -.-''' 1さ':'1=.燃費競技大会に出場し記録に挑戦する.







I l H-o;t Bil度差を動力源とするスターリングエンジンを潜載した模型 1スターリングエンジン車の製作 1+朱寧 I=:~~~-~:;:/.:~~:i_ 'c~;~~:1 .，:..::~;;:~::~'-'I_'~::t:. I 

































小嶋卓 パソコンを組み立て，最新のUNUXをインストー ルしネットワー ク等の設定，さらにライブ映像をWebで配信できるようにする




I_.._..._..I技術者として，一個人として知っておくべき経理知識を，分か1篠術者のための経理・入門の入門 l ・木内寛之 I~~.:.J~~~:;， ~~ I~~~~ ~I~_:.i'~~;~"-;，_~~~P'!';' /J 1.J0 I 
I ""'''1'''-"J .>"tl.#C- Iり易く説明します技術者として必要な経済基盤を作る . 
22226絡協?"と|・…|号既存期果関坊主党おど
仕事でもプライベートでも役立つ心1.中村真 |大手企業が積極的に取り入れている管理手法であるリー ドマネジメン
理学 I "'，-"'-J ~ Iトの基礎瑳論f選択理論」という最新の心理学を学ぶ
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エコパスタジアムの大型験像装置 高林新治ボランティアに参加
司ーーーーーーーーーーーーー ・ー・・・ーーーーーーーーーーー ーー圃ーー ーー・ーー ーー
ヱコパでの大規模イベントの運営 -原因倉l史補助と利用者促進の創造
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図1.各活動状況の成績分布(各10点満点). 
咽cn: 41l 41l 41l 4ロ
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この 3名は先ほどの履修登録者数 13 9名の中にカウン
卜していない.各テーマの活動は， 5月初旬から開始し，
大学祭での発表や報告会の準備等もあわせ 12月初旬ま
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